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1　はじめに

1-1研究の日的

日本語教育の近年の隆盛にともない、話しことば

の教育の必要性がますます強調されるようになって

きているO　日本語教育のためには、話しことばの教

育がまず必要であり、その基盤となる音声教育の対

策は日本語教師の養成上の急務とされよう。

また、最近のめざましい韻律研究の進展で、韻律

がコミュニケーション上重要な役割を果たしている

ことが明らかにされている。 (韻律とは、本研究で

は、アクセント、イントネーション、リズム、テン

ポなどの総称とする。)しかし、日本語においては、

韻律的特徴の面においても方言的差異が大きく、そ

の研究は必ずしもじゅうぷんとは言えない。

この研究では、広島方言の韻律的な特徴を明らか

にすることによって、広島方言話者が全国共通語

(以後、共通語)の韻律の特徴を習得するための理

論的実践的な方法を構築することを試みる。本稿は、

広島方言の単語レベルの韻律の特徴を、語単独で発

話された場合と文節レベルで発話された場合とを比

較して考察するものである。

1-2　調査の概要

1-2-1調査方法

以下の要領で録音調査を行った。

調査時期1994年7月上旬

調査場所　広島大学日本語教育学科スタジオ

発話者　　20代の大学生(女子　F01-F13)の13

名。全員、広島(安芸)方言話者で、外

住歴はない。なお、発話者を20代にそろ

えたのは、将来日本語教育に携わる可能

性のある若い母方言話者の実態を調査す

るためである。さらに、ピッチ曲線を抽

出する際の声の高さの差などの関係上、

同性(女性)に限った。

録音方法　録音をはじめる前に、 「ふだん友人・家

族と話す時と同じように、また言い間

違った場合は何度でも言い直すように」

と指示を与えた。その後、発話者が一

人ずつ調査資料の番号に従って、単語・

短文の順に読み上げ式で発話したもの

をカセットテープに録音した。

分析方法　収束した資料は、まず、 4人(町・山中・

松島・端野)でそれぞれ聞き取り、 『日

`本譜発音アクセント辞典　改訂新版Jの

方式に準じて結果をまとめた。 (第2章

参照)次に、 「音声録閲見」 (今川・桐谷

1989)を用いて、発話のピッチ曲線を抽

出した。 (第3 ・ 4車参照)

1-2-2　調査資料

一拍語から六拍語の名詞・形容詞100語を選び、

その語単独と、それぞれの語を文頭に置く短文とを

資料とした。 (資料2の広島方言語アクセント調査
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図5 「19　音」に見られるように、極端な上昇曲線

を描uているO単語単独の発話よりも文節単位の発

話のほうがピッチレンジが大きい。文節レベルにお

いて単語の高さをきわだたせる特徴があるといえよ

う。

3-3-3　三拍語

三拍語では、以下の2点が特徴的なこととして指

摘できる。

一つは、共通語化の問題である。広島方言の高年

層の発話では、朝日・命・牒・緑・蜜柑などが○●

○型で発音されるが、若年層では、 ●○○型で発音

されることが多くなっている。 (●は高い抱を○は

低い拍を示す。)三拍語の第五類では、以下のよう

になっている。

表1三拍語第五類の語アクセント

語 アクセント型 a

朝日 ●○○ 52

命 . ●○○ 52

煤

●○○ 32

○●○ s

○●● ll

○○● 1

緑
●○○ 48

○●○ 4

蜜柑
●○○ 44

o ォe 8

(注)発話者13名分を、聴取者4名が聞き取っている。

したがって、データの合計は52となるo

全体として頭高型に移行し、いわゆる共通語化が

進んでいる状況が見てとれる。発話者が20代の女性

に限られていることもあり、顕著な傾向となってい

る。ただ、第五類に片寄ってこの傾向が見られるよ

うであり、単純に共通語化と呼んで良いものかどう

かは判断しかねるO広島方言の中での、 ○●○型か

ら●○○型への内的な変化と考えることもできよう。

第二に、一拍語および二拍語でも指摘した低中高

型が多くの語で聞かれることである。典型的なもの

として図6 「38　小豆」をあげておく。このような

ピッチパターンを広島方言が示しているために、聴

取者の語アクセント表示も、上がり目に注目するか、

最高部を表示するかで、 ○●●と○○●の二様に分

かれることになった。

三拍語のなかでは、尾高型と平板型の同型ともに

このピッチパターンを示すo興味をひくのは、尾高

型のほうが平板型の語よりも、語単独の場合も文節

発話の場合もはるかに急激な上昇調を示すことであ

る。尾高型の図6の「38　小豆」の場合、語単独で

は204Hzから268Hzの高低差を見せる。これに対して、

図7の「64　背中」は、 225Hzから255Hzの中におさ

まっている。文節発話の場合には、図6の「38　小

豆」では212Hzから353Hz、図7の「64　背中」は22

0Hzから275Hzとなり、 「小豆」の方が高低差が著し

い。尾高型には第二・三・四類の語が多く含まれ、

平板型には第一・六・七類が多く含まれる。このよ

うに、三拍語の場合も、類ごとに二分される傾向が

あるようである。

三拍形容詞は○●○型に統一されている0

3-3-4　四拍語・五拍語

図8の「92　雷」では、語アクセントの型が2拍

めから持ち上げるいわゆる平板型で実現されずに、

低・中・高・低で階層的に上昇していることがわか

る。広島方言の語アクセントの階層的な聴覚印象を、

今回の音響分析によって裏付けることができた。

図9の「95　十二月」でも同じようなことが観察

される。

馬瀬編(1994)では、

つまり、アクセントの山は1拍であって、上

ぼれば次の柏では下だるのであるo　このように

見ると広島市方言は「下だり核」よりも「上ぼ

り核」によって次のように解釈する方がもっと

適当な方言ではないかと思う(p.350)

と説明している。 「上ぼれ」ぱ「下だる」のである

が、 「下だり」をきわだたせるために「上ぼる」と

解釈することはできないだろうか。

広島方言の「上ぼり」アクセントを、共通語の

「へのじ型」に比して「道へのじ型」と呼ぶことも

許されようか。

3-3-5　六拍語

これは特殊拍の項で述べる。

4　単独発話と文節発話のピッチの
特徴

今回の調査では、単語単独に発話された場合と、
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踏み込んで「どこが、どう違うのか知りたい」し、

「共通語の韻律を学習したい」、あるいは「指導で

きるようになりたい」ので、 「何か適当な学習材・

教材はないか」と熱心に相談される。

このようなニーズは、国語教育、アナウンサー養

成、俳優の訓練などにも共通するもので,馬湖編

(1994)の指摘の通りである。基礎研究(広島方言

の韻律研究・共通語と広島方言の韻律の対照研究な

ど)に基づく学習材・教材開発が強く望まれる。

先行研究の知見や学習材・教材として利用できる

馬瀬編(1994)などには教えられることが多い。し

かし、これらは主として聴覚印象に基づいている。

本研究では、聴覚印象を裏付け、耳で聞き取ること

のできない部分をも解明するために、音響的分析で

ピッチ曲線を抽出し、両者の比較を試みた。

その結果、限られた資料からではあるが、いわゆ

る東京式と言われる広島アクセントの実態の一部を

探ることができた。聴覚印象とピッチ曲線を突き合

わせてみると、アクセント核が東京式と同じ語でも、

核の前後の高低の動き、個人差、単語レベルと文節

レベルでの違いなどがある程度明らかになったoア

クセント核の高さにも差がある点は非常に興味深い。

また、広島方言らしさの要因とも考えられる「後上

がり調」、 「打ちこみ引きあげ調子」、特殊拍の実態

なども目で確認することができた。

このような研究を積み重ね、結果を活用し、視聴

覚に訴える学習材・教材を開発する可能性は現実味

を帯びてきたと言えよう。

謝辞:本研究の資料収集のための発話者として、広

島大学の学生13名の方々の協力を得た。また、録音・
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ん(大学院生)には、大変お世話になった。深く感

謝する。
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究(b) r感情・態度を表す日本語音声の表出診断・

訓練プログラムの構築に関する研究』 (研究代表者

:細田和雅)の助成を受けて行われたO
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図7　背中が痛い

図9　十二月がってきた

図11木が折れた
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図8　雷が落ちた

図10　胃が痛い

l. ～

The lIfC)

図12　足が長い
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資料2　　広島方言アクセ.ント調査表

一昔節名詞

(第一類)

1柄　　　　　　　2　蚊　　　　　　　3　血　　　　　　　4　冒

柄が折れた　　　　　蚊がおる　　　　　　血が出た　　　　　　胃が痛い

l

(第二類)

5　名　　　　　　　6　葉　　　　　　　7　日　　　　　　　8　矢

名がよい　　　　　葉が落ちた　　　　　日が暮れた　　　　矢が折れた

(第三類)

9　絵　　　　　　10　木　　　　　　11手　　　　　　12　火

絵がきれい　　　　木が折れた　　　　手が長い　　　　　火が消えた

二音節名詞

(第-類)

13　飴　　　　　　14　酒　　　　　　15　鼻　　　　　　16　牛

飴が食べたい　　　酒が飲みたい　　　鼻が長い　　　　　牛がおる

17　E

鳥が飛んでいる(飛んどる)

(第二類)

18　歌　　　　　　19　音　　　　　　　20　石　　　　　　　21橋

歌が聞こえる　　　　音が聞こえる　　　　石が落ちた　　　　橋が落ちた

(第三類)

22　雲　　　　　　　23　花　　　　　　　24　足

雲が流れる　　　　　花がきれいだ　　　　足が長い

25　犬　　　　　　　26　神　　　　　　　27　髪

犬が吠える　　　　　神が見えた　　　　　髪が抜けた

(第四類)

28　糸　　　　　　29　今日　　　　　30　舟　　　　　　31海　　　　　　32　箸

糸が切れた　　　　今日がいい　　　　舟が見たい　　　　海が見える　　　　　箸が折れた

(第五類)

33　両　　　　　　34　蜘妹　　　　　35　鯉　　　　　　36　猿　　　　　　　37　鶴

雨が降ってきた　　　蜘妹がおる　　　　　鯉が釣れた　　　　猿がおる　　　　　鶴が鳴く

三音節名詞

(第二類)

38　小豆　　　　　　39　噺賜(とかげ)　40　二つ(ふたつ)

小豆が煮えた　　　　噺錫が逃げた　　　　二つ　欲しい

41二人(ふたり)　42　くしゃみ

二人が帰ってきた　　くしゃみがとまらん

(第四類)

43　頭　　　　　　　44　男　　　　　　　45　女　　　　　　　46　刀

頭が痛い　　　　　　男が消えた　　　　　女が逃げた　　　　　刀が折れた

47　言葉　　　　　　48　袋

言葉が悪い　　　　　袋が破れた
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96　外国語　　　　　　　　97　台所

外国語がおもしろい　　　台所が涼しい

六音節

98　郵便局　　　　　　　　99　結婚式

郵便局が見える　　　　　　結婚式がある

100　待合室

待合室がわからん
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